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容 

 

概  要 

 

生活使用され不用となった陶磁器食器を原料とするリサイクル食器を開発

した。本技術では、不用食器の配合率向上および焼成温度の低減を実現した。

素地に機械ロクロ成形が可能な可塑性を付与すること、また素地に適合した低

熱膨張釉薬を開発したことで実用化に成功した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来技術では、配合率は 20%で焼成温度は一般磁器と同じであった。本技

術で開発した素地は、配合率が 50%に向上し、焼成温度を 100℃～200℃

低減できる(図 1)。また、既存の釉薬では溶融温度と熱膨張が開発した素地に

適合しないため、素地に適合する低温焼成用の低熱膨張釉薬を開発した(図 2)。 

本技術の 

有用性 

１．不用陶磁器食器の粉砕物配合量 50％。 

２．焼成温度 1150℃で吸水率がぼほゼロ％と低温で焼結。 

３．低温焼成により CO2排出量（燃費）が 16～33％削減。 

４．マット釉、透明釉が使用可能。 

５．食器（施釉）の曲げ強度は約１００MPa（一般食器約 80MPa）。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 
 
 

 

 

 

図 1.素地の吸水率および曲げ強さ     図 2.素地および釉の熱膨張曲線 
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陶磁器製のリサイクル食器および低温焼成用の低熱膨張釉薬 
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